
 

 

 

あなた自身のことについて、お聞きします。 

○あなたの性別（自己認識による性別）を選んでください。 

１．男性   ２．女性   ３．その他（         ） 

 

○あなたの年齢を選んでください。（令和元年９月１日現在の満年齢 ） 

１．18歳～19歳   ２．20歳～29歳   ３．30歳～39歳 

４．40歳～49歳   ５．50歳～59歳   ６．60歳～69歳  

７．70歳以上 

 

○あなたの職業について一番近いものを選んでください。（なお、１．自営業、２．事業所

従業員を選択した方は、最も近い業種を選んで○を付けてください。） 

１．自営業（商店・農業など自分で事業をしている人、家族従業員を含む） 

 ア．農業・林業・漁業 イ．建設業 ウ．製造業 エ．ア～ウ以外の業種  

２．事業所従業員（企業・団体などの従業員、パート・アルバイトを含む） 

 ア．農業・林業・漁業 イ．建設業 ウ．製造業 エ．ア～ウ以外の業種  

３．公務員（教職員、福祉関係者、医療・保健関係者は除く） 

４．教職員 

５．福祉・医療・保健関係者（介護従事者を含む） 

６．主に家事に従事         

７．学生 

８．無職              

９．その他（具体的に                         ） 

 

 

人権侵害について、お聞きします。 

問１ あなたは、今までに自分の人権が侵害されたと思われたことはありますか。 

（○は１つ） 

１．あ る   →   問１－１へ （２ページへ） 

２．な い   →   問２  へ （３ページへ） 

 

  

調 査 票 

第６．調査票 
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問１―１ 問１で「１ ある」と回答された方におたずねします。どのような理由から人権

侵害を受けましたか。（○はいくつでも） 

１．年齢              ２．学歴、出身校 

３．職業              ４．収入、財産 

５．家柄              ６．母子・父子家庭、両親がいないこと 

７．心身の障がい          ８．病気 

９．女性であること、男性であること 10．性的少数者（LGBT等）であること 

11．独身であること         12．容姿(顔だちや体つき) 

13．同和地区の出身であること    14．国籍、人種、民族 

15．思想、信条、宗教        16．事件・事故によって被害を受けた人 

及びその家族または遺族であること 

17．わからない、心あたりがない   18．忘れた、答えたくない       

19．その他（具体的に：                         ） 

 

問１―２ 問１で「１ ある」と回答された方におたずねします。あなたが受けた人権侵害

はどのようなものでしたか。（○はいくつでも） 

１．あらぬうわさ、他人からの悪口、かげ口 

２．名誉・信用を傷つけられたり、侮辱（ぶじょく）された 

３．暴力、脅迫、強要・強制（無理じい） 

４．差別的な取扱いを受けた（不平等、不利益な取扱いをされた） 

５．いじめ、仲間はずれ、無視、いやがらせ 

６．個人情報やプライバシーの侵害 

７．セクシュアル・ハラスメント（性的ないやがらせ） 

８．パワー・ハラスメント（職場におけるいじめ､いやがらせ） 

９．ストーカー行為（つきまとい） 

10．忘れた、答えたくない 

11．その他（具体的に：                         ） 

 

問１―３ 問１で「１ ある」と回答された方におたずねします。あなたは人権侵害を受け

た時、どのようにしましたか。（○はいくつでも） 

１．黙って、がまんした       ２．相手に抗議した 

３．家族や親戚に相談した      ４．友人や同僚､知人など身近な人に相談した 

５．学校の先生や職場の上司などに  ６．弁護士に相談した 

相談した 

７．法務局や人権擁護委員に相談した ８．市役所や県、町村役場に相談した  

９．警察に相談した         10．NPOなどの民間団体･ボランティアに相談した 

11．忘れた、答えたくない 

12．その他（具体的に：                          ） 
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女性に関する人権問題について、お聞きします。 

問２ あなたから見て、今の社会では男女平等が実現していると思いますか。 

①【家庭の中では、どうだと思いますか。】（○は１つ） 
 
１．男女平等が実現していると思う  ２．ほぼ男女平等だと思う 

３．女性にやや不利益だと思う    ４．女性に不利益だと思う 

５．男性にやや不利益だと思う    ６．男性に不利益だと思う 

７．どちらともいえない 
 

②【職場では、どうだと思いますか。】（○は１つ） 
 
１．男女平等が実現していると思う  ２．ほぼ男女平等だと思う 

３．女性にやや不利益だと思う    ４．女性に不利益だと思う 

５．男性にやや不利益だと思う    ６．男性に不利益だと思う 

７．どちらともいえない 
 

③【地域（自治会活動など）では、どうだと思いますか。】（○は１つ） 
 
１．男女平等が実現していると思う  ２．ほぼ男女平等だと思う 

３．女性にやや不利益だと思う    ４．女性に不利益だと思う 

５．男性にやや不利益だと思う    ６．男性に不利益だと思う 

７．どちらともいえない 
 

 

問３ 女性に関することで、人権上特に問題があると思われるのはどのようなことですか。

（○はいくつでも） 
 
１．男女の固定的な役割分担意識（「男は仕事、女は家庭」など） 

２．職場における採用、賃金、昇進などの待遇の違い 

３．政策や方針決定の場で男女の平等な参画が進んでいない 

４．育児、家事、介護などを男女が共同して行なう社会の仕組みが整っていない 

５．ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ：夫や恋人からの暴力）※ 

６．セクシュアル・ハラスメント（性的ないやがらせ） 

７．マタニティ・ハラスメント（職場における妊娠や出産者に対する嫌がらせ） 

８．ストーカー（つきまとい）、痴漢行為 

９．売春、買春（「援助交際」を含む） 

10．アダルトビデオ、ポルノ雑誌などの性の商品化 

11．内容に関係なく女性のヌード写真や水着姿を掲載した雑誌、広告 

12．特に問題はない          

13．わからない 

14．その他（具体的に：                         ） 
 

 

  

※ ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）の内容には、次のようなものがあります。 
「身体的暴力」～殴る、けるなど 
「精神的暴力」～怒鳴る、おどす、無視するなど 
「性的暴力」  ～性的行為を強要する、避妊に協力しないなど 
「経済的暴力」～生活費を渡さない、お金を取りあげるなど 
「社会的暴力」～交友関係を細かく監視するなど 
「子どもを利用した暴力」～子どもの前で暴力をふるうなど 

- 130 -



子どもに関する人権問題について、お聞きします。 

（注「子ども」：子どもの権利条約に基づいて、１８歳未満すべてをいいます） 

問４ あなたから見て、今、子どもの人権が守られていると思いますか。 

①【家庭の中では、どうだと思いますか。】（○は１つ） 

１．十分守られている        ２．まあまあ守られている 

３．あまり守られていない      ４．守られていない 

５．わからない 

②【学校の中では、どうだと思いますか。】（○は１つ） 

１．十分守られている        ２．まあまあ守られている 

３．あまり守られていない      ４．守られていない 

５．わからない 

 

問５ 子どもに関することで、人権上特に問題があると思われるのはどのようなことです

か。（○はいくつでも） 

１．保護者が子どもに対し、しつけと称して体罰を与える 

２．保護者が身体的、心理的に虐待する、または養育を放棄する※ 

３．「子どもだから」という理由で、子どものプライバシーを尊重しない 

４．子ども同士による暴力や仲間はずれ、無視などのいじめ 

５．いじめをしている人や、いじめられている人、体罰や虐待を見て見ぬふりをする 

６．学校や就職先の選択などについて、大人が子どもの意見を無視する 

７．教師による言葉の暴力や体罰 

８．不審者によるつきまといなど、子どもの安全をおびやかす行為 

９．児童買春、児童ポルノなど 

10．子どもの多様な能力が正当に評価されない 

11．子どもにとって有害な情報（暴力や性など）があふれている 

12．特に問題はない          

13．わからない 

14．その他（具体的に：                         ） 

※ 児童への虐待の内容には、次のようなものがあります。 

「身体的虐待」～児童の身体に外傷が生じ、または生じるおそれのある暴行を加える 

「性的虐待」～児童にわいせつな行為をする、または児童にわいせつな行為をさせる 

「ネグレクト（保護の怠慢ないし拒否）」～児童の保護を怠り、または拒否する 

「心理的虐待」～児童に暴言または拒絶その他の心理的外傷を与える言動を行う 
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問６ 子どもを差別や虐待から守り、人権が尊重されるためには、特に必要なことはどの

ようなことだと思いますか。（○はいくつでも） 

１．家庭での子育て支援を充実する 

２．学校で子どもに対する人権教育を充実する 

３．学校でいじめ、暴力行為、不登校、体罰防止などに対する取組や教師の研修を充

実する 

４．児童虐待の予防、早期発見に向けて地域での見守り活動を充実する 

５．児童虐待の予防、早期発見に向けて行政や専門機関の支援活動を充実する 

６．児童虐待の予防、早期発見に向けて学校や監督官庁の監視機能を強化する 

７．子どもの人権侵害（児童虐待、児童買春、児童ポルノ、いじめ等）に関する調査、

取り締まり、罰則を強化する 

８．子ども自身が安心して話ができる相談体制づくりを充実する 

９．保護者の育児不安などに対する相談・支援を充実する 

10．家庭、学校、地域の連携を強め、社会全体で子どもの育成する機運を醸成する 

11．特にない 

12．わからない 

13．その他（具体的に：                         ） 

 

 

高齢者に関する人権問題について、お聞きします。 

問7 あなたから見て、今の社会で高齢者がおかれている状況をどう感じていますか。 

①【家庭の中では、どうだと思いますか。】（○は１つ） 

１．尊敬されていると思う       

２．まあ尊敬されていると思う 

３．どちらかといえば、｢じゃま者｣にされていると思う 

４．「じゃま者」にされていると思う 

５．どちらともいえない 

②【社会全体の中では、どうだと思いますか。】（○は１つ） 

１．尊敬されていると思う 

２．まあ尊敬されていると思う 

３．どちらかといえば、｢じゃま者｣にされていると思う 

４．「じゃま者」にされていると思う   

５．どちらともいえない 
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※ 高齢者への虐待の内容には、次のようなものがあります。 
「身体的虐待」～高齢者に暴力をふるう 
「心理的虐待」～暴言をはいたり高齢者をわざと無視する 
「経済的虐待」～必要なお金を使わせなかったり、高齢者の財産を勝手に処分する 
「介護・世話の放棄（ネグレクト）」～必要な介護を行わない 
「性的虐待」～高齢者にわいせつな行為をすること、または、させること 

問８ 高齢者に関することで、人権上特に問題があると思われるのはどのようなことです

か。（○はいくつでも） 

１．仕事やボランティア等を通して自分の能力を発揮する機会が少ない 

２．福祉・医療・保健制度が十分に整備されていない 

３．悪徳商法や振り込め詐欺などの被害者が多い 

４．経済的な自立がむずかしい 

５．家族や介護者からいやがらせや虐待を受ける※ 

６．病院や福祉施設で不当な扱いや虐待がある 

７．高齢者が「じゃま者」扱いされ、意見や行動が尊重されない 

８．高齢者の意見や行動が尊重されない 

９．アパートなど住宅への入居を拒否される 

10．道路の段差解消やエレベーターの設置など、その他高齢者が暮らしやすい街づく

りや住宅づくりが進んでいない 

11．認知症についての社会の理解が不十分である 

12．高齢者が一人暮らし、閉じこもり、寝たきり等への不安や不便を感じること 

13．特に問題はない 

14．わからない 

15．その他（具体的に：                         ） 

 

 

 

 

 

問９ 高齢者を差別や虐待から守り、高齢者の人権が尊重されるためには、特に必要なこ

とはどのようなことだと思いますか。（○はいくつでも） 

１．高齢者に対する見守り活動など、地域で高齢者を支えていく仕組みを強化する 

２．高齢者の人権を守るための教育・啓発活動を推進する 

３．高齢者に対する詐欺や悪徳商法などの未然防止活動や犯罪等の取締りを強化する 

４．虐待の予防、早期発見に向けて地域での見守り活動を充実する 

５．虐待の予防、早期発見に向けて行政や専門機関の支援活動を充実する 

６．虐待の予防、早期発見に向けて監督官庁の監視機能を強化する 

７．虐待等に対して、迅速かつ適切な対応・支援が行えるような体制を強化する 

８．福祉・医療・保健・介護などのサービスを強化する 

９．高齢者と他の世代との交流を促進する 

10．公共建築物等のバリアフリー化など、高齢者に配慮したまちづくりを進める 

11．高齢者の学習機会を充実する 

12．高齢者の働く場所の確保など多様な就業機会を充実する 

13．ボランティア活動など、高齢者の社会参加の機会を充実する 

14．高齢者やその家族が気軽に相談できる体制づくりを充実する 

15．特にない 

16．わからない 
17．その他（具体的に：                         ） 
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※ 障がいのある人への虐待の内容には、次のようなものがあります。 

「身体的虐待」～障がいのある人に暴力をふるう 

「心理的虐待」～暴言をはいたり障がいのある人をわざと無視する 

「経済的虐待」～必要なお金を使わせなかったり、障がいのある人の財産を勝手に処分する 

「介護・世話の放棄（ネグレクト）」～必要な介護を行わない 

「性的虐待」～性的な行為を強要する 

障がいのある人に関する人権問題について、お聞きします。 

問10 あなたから見て、今の社会で障がいのある人がおかれている状況について、人権が

保障されていると思いますか。 

①【法律や制度の上では、どうだと思いますか。】（○は１つ） 

１．保障されていると思う      ２．まあ保障されていると思う 

３．あまり保障されていないと思う  ４．保障されていないと思う 

５．わからない 

②【日常生活の上では、どうだと思いますか。】（○は１つ） 

１．保障されていると思う      ２．まあ保障されていると思う 

３．あまり保障されていないと思う  ４．保障されていないと思う 

５．わからない 

 

問11 障がいのある人に関することで、人権上特に問題があると思われるのはどのような

ことですか。（○はいくつでも） 

１．道路の段差解消やエレベーターの設置など、障がいのある人が暮らしやすい街づ

くりが進んでいない 

２．働く場所や働く機会が少ない 

３．就職・職場で不利・不当な扱いを受ける 

４．店舗等の入店や施設利用を拒否される 

５．スポーツ活動や文化活動などに気軽に参加できない 

６．病院や福祉施設での対応が悪い 

７．家庭や福祉施設などで障がいのある人に対する虐待がある※ 

８．職場や学校などで、嫌がらせやいじめを受ける 

９．じろじろ見られたり、避けられたりする 

10．障がいのある人に対する人々の理解が不十分である 

11．アパートなど住宅への入居が困難である 

12．差別的な言動を受ける 

13．悪徳商法の被害者が多い 

14．結婚に周囲が反対する 

15．特に問題はない 

16．わからない 

17．その他（具体的に：                         ） 
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問12 障がいのある人を差別や虐待から守り、障がいのある人の人権が尊重されるために

は、特に必要なことはどのようなことだと思いますか。（○はいくつでも） 

１．障がいのある人に対する偏見や差別を解消し、障がいのある人の自立と社会参加

を目指した啓発を充実する 

２．学校で障がいのある人に対する理解を深める教育を推進する 

３．障がいのある人が人権侵害にあった場合の救済などの対応を適切に行う 

４．虐待の予防、早期発見に向けて地域での見守り活動を充実する 

５．虐待の予防、早期発見に向けて行政や専門機関の支援活動を充実する 

６．虐待の予防、早期発見に向けて監督官庁の監視機能を強化する 

７．虐待等に対して、迅速かつ適切な対応・支援が行えるような体制を強化する 

８．公共建築物等のバリアフリー化など、障がいのある人に配慮したまちづくりを進

める 

９．自立支援のための在宅サービス、福祉施設や医療機関のサービスを充実する 

10．障がいのある人とない人との交流を促進する  

11．障がいのある人の就労の場を確保する 

12．障がいのある人やその家族が相談できる相談体制づくりを充実する 

13．障がいのある人の支援を行うボランティアやＮＰＯなどを増やすこと 

14．特にない 

15．わからない 

16．その他（具体的に：                         ） 

 

 

同和問題（部落差別）について、お聞きします。 

問13 あなたは、「同和問題」や「部落差別」などと言われる人権問題があることを知っ

ていますか。（○は１つ） 

１．知っている      →   問13－１へ 

２．聞いたことがある   →   問13－１へ 

３．知らない       →   問14へ 

 

問13―１ 問13で「１．知っている」「２．聞いたことがある」と回答された方におたず

ねします。同和問題について、はじめて知ったのはいつ頃ですか。（○は１つ） 

１．６歳未満（小学校入学前）    ２．６歳～12歳未満（小学校時代） 

３．12歳～15歳未満（中学校時代）  ４．15歳～18歳未満 

５．18歳～20歳未満         ６．20歳以上 

７．おぼえていない 
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問13―２ 問13で「１．知っている」「２．聞いたことがある」と回答された方におたず

ねします。これまでに同和問題のことをどのようにして知る機会がありましたか。（○

はいくつでも） 

１．家族（祖父母、父母、兄弟姉妹など）から聞いた 

２．親戚の人から聞いた 

３．近所の人から聞いた 

４．職場の人から聞いた 

５．学校の友達から聞いた 

６．学校の授業で聞いた 

７．研修会や講演会で知った 

８．市や県の広報誌や冊子などで知った   

９．テレビ・ラジオ・新聞・本など 

10．インターネットで知った 

11．おぼえていない 

12．その他（具体的に：                        ） 

 

問13―３ 問13で「１．知っている」「２．聞いたことがある」と回答された方におたず

ねします。あなたは「同和地区」（被差別部落地区）などとして、差別を受けてきた地

区はどういう理由でできたとお考えですか。（〇は１つ） 

１．人種（民族）が違うから      

２．宗教上の理由から 

３．職業上の理由から         

４．生活が貧しかったから 

５．同和地区（被差別部落）は、歴史的過程で形づくられた 

６．迷信によるもの          

７．わからない  

８．その他（具体的に：                         ） 

 

問14 あなたのお考えに最も近いものはどれですか。 

①【仮に、日頃から親しくつきあっている隣近所の人が同和地区出身者だとわかった場合、

あなたはどうしますか】（○は１つ） 

１．これまでどおり、親しくつきあう 

２．つきあうことは変わらないが、何となく気をつかう 

３．表面的にはつきあうが、できるだけつきあいはさけていく 

４．つきあいは、やめてしまう 

５．わからない 

６．その他（具体的に：                         ） 

  

- 136 -



②【仮に、あなたが人を雇う時、その人が同和地区出身だと分かった場合、あなたはどう

しますか】（○は１つ） 

１．同和地区出身であろうと、なかろうと気にしない 

２．仕事熱心な人なら雇う 

３．なんとかしてことわる 

４．わからない 

５．その他（具体的に：                         ） 

③【仮に、あなたのお子さんの結婚しようとする相手が、同和地区出身の人であるとわか

った場合（お子さんがいない場合は、いると仮定してお答えください）、あなたはどうし

ますか】（○は１つ） 

１．子どもの意思を尊重し、親として支援する 

２．子どもの意思にまかせる 

３．親として反対するが、子どもの意思が強ければしかたない 

４．家族や親戚の反対があれば結婚を認めない 

５．絶対に結婚を認めない 

６．わからない 

７．その他（具体的に：                         ） 

 

問15 あなたは、同和問題（部落差別）についてどのように考えますか。 

（○はいくつでも） 

１．基本的人権にかかわる問題だから、市民一人ひとりが解決に取り組むべきである 

２．社会全体の問題として、政治や行政の力で解決しなければならない 

３．自分ではどうにもならないので、なりゆきにまかせる 

４．身近に感じないため、あまり考えたことがない 

５．できるだけ避けてとおりたい    

６．そっとしておけば、自然になくなる 

７．同和地区の人の問題なので、自分には関係ない 

８．そういう問題があることを知らない 

９．わからない 

10．その他（具体的に：                         ） 
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問16 あなたは、同和問題（部落差別）に関して、現在、どのような人権問題がおきてい

ると思いますか。（○はいくつでも） 

１．結婚問題で周囲の反対を受ける  

２．就職や職場で不利・不当な扱いを受ける 

３．日頃の交流や交際を避けられる 

４．差別的な言動を受ける 

５．差別的な落書き 

６．身元調査が行なわれる 

７．インターネット上に差別的な情報が掲載される 

８．特に問題はない 

９．わからない 

10．その他（具体的に：                         ） 

 

問17 あなたは、同和問題（部落差別）を解決するためにはどのようなことをすればよい

と思いますか。（○はいくつでも） 

１．同和問題が正しく理解されるよう、教育・啓発活動に力をいれる 

２．同和問題についての相談体制を充実する 

３．同和地区の住環境・生活環境の整備を進める 

４．同和問題に対する誤った認識の原因となる「えせ同和行為」※を排除する 

５．同和問題について、自由な意見交換ができる環境をつくる 

６．同和問題や差別のことを口に出さないで、そっとしておく 

７．特にない 

８．わからない 

９．その他（具体的に：                         ） 

※ えせ同和行為とは、同和問題を口実として行なわれる不当な要求などの行為を言います。えせ同

和行為自体は、同和問題に対する啓発や差別をなくそうとする運動とは無関係です。 
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外国人に関する人権問題について、お聞きします。 

問18 外国人に関することで、人権上に特に問題があると思われるのはどのようなことで

すか。（○はいくつでも） 

１．言葉、生活習慣、文化などの違いから、地域社会に受け入れられにくい 

２．アパートなどの住宅を容易に借りることができない 

３．店や施設の利用、サービスの提供を拒否される 

４．就職や仕事の内容、待遇などで不利・不当な扱いを受ける 

５．選挙や学校への入学など制度面で制限がある 

６．病院や公共施設等に外国語による表示が少ない 

７．じろじろ見られたり、避けられたりする  

８．国籍を理由に、周囲が結婚に反対する 

９．日本人の意識に外国人に対する偏見や差別心がある 

10．ヘイトスピーチを受ける※ 

11．特に問題はない 

12．わからない   

13．その他（具体的に：                         ） 

※ ヘイトスピーチとは、日本以外の特定の国や地域の出身者であることや、その子孫であることを

理由に、地域社会や日本社会から排除することを扇動する不当な差別的言動をいいます。 

 

 

ＨＩＶ感染者・ハンセン病患者等に関する人権問題について、お聞きします。 

問19 ＨＩＶ（エイズウィルス）感染者やハンセン病患者・回復者に関することで、人権

上特に問題があると思われるのはどのようなことですか。（○はいくつでも） 

１．就職や職場で不利・不当な扱いを受ける 

２．病院での治療や入院を断られる 

３．結婚を断られたり、離婚を迫られる 

４．感染していることを本人に無断で他人に伝えられる 

５．店や施設の利用などを拒否される 

６．悪いうわさや個人情報が他人に伝えられるなど、プライバシーが守られない 

７．日頃の付き合いを避けられたりする 

８．差別的な言動を受ける 

９．特に問題はない 

10．わからない 

11．その他（具体的に：                         ） 
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犯罪被害者に関する人権問題について、お聞きします。 

問20 犯罪被害者（犯罪によって被害を受けた人、及び家族またはその遺族）に関するこ

とで、人権上特に問題があると思われるのはどのようなことですか。（○はいくつでも） 

１．被害者に対する被害補償が十分でない 

２．被害者に対して、職場や学校、地域などで十分な理解が得られない 

３．マスコミの過度な取材、私生活の平穏が保てなくなったり、報道によってプライ

バシーの侵害を受けたりする 

４．周囲から無責任なうわさ話をされる 

５．捜査や裁判で、犯罪被害者等への配慮が欠ける 

６．捜査や裁判で、心理的・時間的・金銭的な負担を強いられる 

７．犯罪被害者等の安全が確保されていない（仕返しや嫌がらせなどがある） 

８．犯罪被害者等に対する補償（損害の回復や経済的支援）が十分でない 

９．犯罪被害者等へのカウンセリングその他の医療・保健サービスが十分でない 

10．特に問題はない 

11．わからない 

12．その他（具体的に：                         ） 

 

 

性的少数者に関する人権問題について、お聞きします。 

問21 同性愛者や両性愛者など※性的指向※に関し、人権上問題があると思うのはどのよ

うなことですか。（○はいくつでも） 

１．差別的言動を受ける 

２．周囲の理解が足りない 

３．じろじろ見られたり、避けられたりする 

４．職場や学校で嫌がらせをされる 

５．就職や職場で不利な扱いを受ける 

６．同性パートナーとの交際や共同生活を認めてもらえない 

７．店舗等の入店や施設利用を拒否される 

８．アパートなどの住居への同性カップルの入居が困難である 

９．法律が不十分であったり、整備されていない 

10．わからない 

11．その他（具体的に：                         ） 

※ 同性愛者（レズビアン、ゲイ）や両性愛者（バイセクシュアル）など、性愛の対象が異性ではな

い人、または、性愛の対象が異性と限定されていない人のことを指しています。 

※ 性的指向とは、人の恋愛・性愛がどういう対象に向かうかを示す概念をいいます。恋愛・性愛の

対象が異性に向かう異性愛、同性に向かう同性愛、男女両方に向かう両性愛を指します。 
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問22 トランスジェンダー※など性自認※に関し、人権上問題があると思うのはどのよう

なことですか。（○はいくつでも） 

１．差別的言動を受ける 

２．周囲の理解が足りない 

３．じろじろ見られたり、避けられたりする 

４．職場や学校で嫌がらせをされる 

５．就職や職場で不利・不当な扱いを受ける 

６．店舗等の入店や施設利用を拒否される 

７．パートナーとの交際や共同生活を認めてもらえない 

８．トイレや更衣室が使いにくい 

９．自分自身が認識している性と異なる制服を強要される 

10．役場への申請書など公的書類で、性別欄の記入に迷う 

11．病院などで本名で呼ばれることが苦痛である 

12．戸籍上の性別変更が困難である 

13．法律が不十分であったり、整備されていない 

14．わからない 

15．その他（具体的に：                         ） 

※ トランスジェンダーとは、「心の性」と「身体の性」が一致しないため「身体の性」に違和感を持

つ人のことをいいます。医療機関においては、「性同一性障害」と診断されることがあります。 

※ 性自認とは、自分の性をどのように認識しているのか、どのような性のアイデンティティ（性同

一性）を自分の感覚として持っているかを示す概念です。「心の性」呼ばれることもあります。 

 

 

インターネットによる人権侵害の問題について、お聞きします。 

問23 インターネットを利用するうえで、人権上どのような問題が起きていると思います

か。（○はいくつでも） 

１．他人の悪口や差別を助長する表現など、人権を侵害する情報が掲載される 

２．出会い系サイトなど犯罪を誘いおこす場となっている 

３．捜査の対象となっている未成年者の実名や顔写真が掲載される 

４．ネットポルノなど違法・有害なホームページが存在する 

５．プライバシーに関する情報や写真が無断で掲載されており、一旦拡散してしまう

と削除が困難である 

６．悪質商法によるインターネット取引での被害 

７．特に問題はない 

８．わからない 

９．その他（具体的に：                         ） 
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人権全般・啓発活動について、お聞きします。 

問24 社会には人権に関わるさまざまな問題がありますが、現在、あなたが関心を持って

いるものはどの問題ですか。（○はいくつでも） 

１．女性の人権 

２．子どもの人権（いじめ、体罰、虐待などを含む） 

３．高齢者の人権           

４．障がい者の人権 

５．同和問題（部落差別）     

６．外国人の人権 

７．HIV（エイズウィルス）感染者、ハンセン病患者等の人権 

８．トランスジェンダー（「身体的な性」と「こころの性」が一致しない人）の人権 

９．性的指向の異なる人（同性愛者や両性愛者など）の人権 

10．アイヌの人々の人権        

11．刑を終えて出所した人の人権 

12．犯罪被害者とその家族や遺族の人権    

13．インターネットによる人権侵害 

14．北朝鮮による拉致の問題      

15．ホームレスの人の人権 

16．プライバシー保護に関する問題   

17．難病患者等に関する人権問題 

18．東日本大震災に伴う人権問題（福島原発事故に伴う人権問題を含む） 

19．セクシャル・ハラスメント、パワー・ハラスメント等のハラスメントの問題 

20．人身取引の問題（性的摂取や強制労働などを目的とした人身売買など） 

21．人権救済制度に関すること 

22．ヘイトスピーチ 

23．特に関心はない 

24．その他（具体的に：                         ） 

 

問25 延岡市では、地域、職場、団体などで人権問題に関する研修会や講演会、出前講座

などを行なっていますが、参加されたことがありますか。（○は１つ） 

１．１～２回参加した     →   問26へ 

２．何回となく参加した    →   問26へ 

３．参加したことがない    →   問27へ 
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問26 問25で「１または２」と答えた方におたずねします。研修会や講演会に参加して、ど

のような印象を受けたか、あなたの印象に最も近いものを選んでください。（○は１つ） 

１．人権の大切さがわかった 

２．偏見や差別をなくそうという気持ちが強まった 

３．人権問題を理解するのはむずかしいと思った 

４．内容がむずかしすぎて、よくわからなかった 

５．特に印象はなかった 

６．その他（具体的に：                         ） 

 

問27 問25で「３」と答えた方におたずねします。参加しなかったのはなぜですか。 

（○は１つ） 

１．参加しよう思ったが、用事などで参加できなかった 

２．研修会や講演会が開かれることを知らなかった 

３．市以外の主催で行われている研修会や講演会などには参加している（地域や職場

などを含む） 

４．人権問題のことはよく知っている（参加するまでもないと思う） 

５．人権問題には関心がないので参加しなかった 

６．必要を感じないので、参加しようとは思わない 

７．その他（具体的に：                         ） 

 

問28 人権を尊重する意識を高める啓発手法として、どのようなものが効果があると思い

ますか。（○はいくつでも） 

１．新聞・雑誌を通じた啓発を行う 

２．テレビ・ラジオを通じた啓発を行う 

３．県や市町村の広報誌等を通じた啓発を行う 

４．人権問題を扱った冊子やパンフレットの配布やポスターの掲示を行う 

５．人権問題を扱った映画・ビデオを上映する 

６．講演会・研修会・シンポジウムなどを開催する 

７．人権に関するイベント・フェスティバルを開催する 

８．人権問題に関するホームページをつくり常に新しい情報を提供する 

９．人権に関する作文や絵画などのコンクールを行う 

10．特にない           

11．わからない 

12．その他（具体的に：                         ） 
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問29 人権に関する次の①～⑦について、あなたのお考えに最も近いのはどれですか。 

（○はそれぞれ１つ） 

 そう思う 
やや 

そう思う 

どちらとも 

いえない 

あまりそう 

思わない 

そう 

思わない 

①どんな理由があっても差別はい

けない 
１ ２ ３ ４ ５ 

②差別は人間の本性から生じるも

のだ 
１ ２ ３ ４ ５ 

③人権や差別問題について、ホンネ

とタテマエがある 
１ ２ ３ ４ ５ 

④差別は、差別される人(側)に原因

がある 
１ ２ ３ ４ ５ 

⑤差別は、差別する人(側)に原因が

ある 
１ ２ ３ ４ ５ 

⑥差別、差別というから、いつまで

も差別がなくならない 
１ ２ ３ ４ ５ 

⑦人権問題は大切なので、様々な人

権問題に関心をもちたい 
１ ２ ３ ４ ５ 

⑧人権は一部の人の問題ではなく、

すべて市民の問題である 
１ ２ ３ ４ ５ 

 

問30 あなたは、延岡市がめざす人権が尊重されるまちづくりを実現するために、今後ど

のような取組が必要だと思いますか。（○はいくつでも） 

１．学校における人権教育を充実させる 

２．地域（自治会など）における人権教育を充実させる 

３．教職員、福祉・医療・保健関係従事者、公務員などの人権意識の向上をはかる 

４．企業内での人権意識の向上をはかる 

５．諸団体（高齢者クラブ、PTA、子ども会など）における人権啓発を充実する 

６．行政を中心に効果的、効率的な啓発活動を進める 

７．学校・地域・企業等で人権啓発を進めるリーダーを養成する 

８．人権に関わる活動をしている NPOや運動団体を援助する 

９．人権をテーマにしたイベントを開催する 

10．市民がスポーツ、文化などを通して交流を深める機会を提供する 

11．審議会等で社会的弱者や少数者が発言できる機会を増やす 

12．人権に関する相談体制を充実する 

13．行政が､人権侵害を受けた人や社会的に弱い立場にある人を支援･救済する 

14．人権侵害を受けた人を救済するための新たな制度をつくる 

15．何をやっても効果は期待できない 

16．十分に人権は尊重されており、特に取り組む必要はない 

17．わからない 

18．その他（具体的に：                         ） 
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◎人権問題に関するご意見やご要望などがございましたら、自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※これで調査は終了です。ご協力ありがとうございました。 

この調査票は、同封の返信用封筒に入れ、切手をはらずに、そのまま10月31日（木） 

までに郵便ポストにご投函ください。 
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